
１

資料４



２



農業経営の状況

平成２４年４月 独立就農(新規参入)
平成２４年９月 農地法３条による賃貸借契約で耕

作放棄地であった農地取得。
市の取り決めによる下限面積３０a
一括取得により農家世帯になる。

平成２５年４月 妻を青色専従者として迎えスタッフ
増員

平成２８年１月 社員、パートスタッフ増員。合計６名。
従業員平均年齢３４歳。（本人含
む）

平成２８年３月までに利用権の設定等により耕作面
積計2.2haになる。（畑枚数21枚平均面積１0a）

＜主たる作付品目＞

１～４月 人参
５月 たまねぎ
６～７月 じゃがいも
８月 夏野菜
９～１０月 サツマイモ
１１～１２月 人参 の輪作体系。

その他少量多品目で年間３０種類程の野菜を生産。
販売は全量直売事業による販売。

農業における取り組み

・ハタケマルシェ
毎週月曜日午後のみの農園倉庫直売の開催。

・地元企業との提携
食育のための収穫体験・各種セミナー、講師請負。

・加工品
農林水産省６次産業化事業認定による加工品の開
発販売。

・ブランド化
農産物（ニンジン）の個人ブランド化にむけて塩農法
の確立。愛知県知事賞受賞。
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「稼げる農業」の実現に向けた課題

① 生産した農産物を高く売る

自分のブランドで、自分の責任で値決めできる経営の実現

② 無駄なコストをかけない

生産資材を安く仕入れるための選択肢の充実

③ 経営ノウハウ・ビジネスノウハウを持つ人材の育成

地元の商工会議所・企業での研修等、現場レベルでの連携
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